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成田市は、昭和29年3月31日に市制を施行し、こ
とし50周年という記念すべき年を迎えます。今日の
成田市を築いてきたのは、半世紀にわたる先人たち
の郷土愛と努力にほかなりません。このため市制施
行50周年記念行事は、単なる節目の行事としてだけ
ではなく、わがまちの歴史を振り返るとともに、新
生成田の創造に向けたさらなる発展の機会とするた
め、「“明日（あす）の輝き”成田から」をテーマにさ
まざまな行事が繰り広げられます。本号ではこれら
の記念行事を中心にお知らせします。

昭和35年ころの成田駅周辺（上）と現在の様子（下）
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先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
り

調
和
あ
る
発
展
を
遂
げ
た
半
世
紀

50
周
年
記
念
行
事
の
テ
ー
マ
は

「

明
日（
あ
す
）の
輝
き

成
田
か
ら
」

昭
和
29
年
３
月
31
日
に
１
町
６
カ
村

が
合
併
し
、
千
葉
県
下
で
11
番
目
の
市

と
し
て
誕
生
し
た
成
田
市
は
、
こ
と
し

で
市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

昭
和
29
年
に
人
口
４
万
５，
０
７
５

人
、
世
帯
数
８，
８
６
９
戸
で
ス
タ
ー
ト

し
た
成
田
市
は
、
今
や
人
口
９
万
８，
０

０
０
人
余
り
、
世
帯
数
４
万
戸
を
超
え

る
北
総
の
中
心
都
市
と
し
て
発
展
を
続

け
て
い
ま
す
。

特
に
本
市
で
は
、
昭
和
41
年
の
三
里

塚
へ
の
国
際
空
港
建
設
の
閣
議
決
定
を

契
機
に
、
53
年
５
月
の
成
田
空
港
の
供

用
開
始
。
さ
ら
に
平
成
14
年
４
月
に
は
、

長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
２
本
目
の
滑
走

路
が
暫
定
な
が
ら
供
用
開
始
と
な
り
、

日
本
の
表
玄

関
と
し
て
の

役
割
を
担
う

と
と
も
に
、

世
界
に
開
く
ま
ち
と
し
て
急
速
な
変
ぼ

う
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
成
田
市
を
築
い
て
き
た
先

人
た
ち
の
努
力
に
よ
り
、
世
界
に
開
け

る
国
際
空
港
都
市
と
し
て
、
ま
た
、
伝

統
あ
る
門
前
町
と
し
て
、
さ
ら
に
、
緑

豊
か
な
田
園
都
市
と
し
て
調
和
あ
る
発

展
を
遂
げ
な
が
ら
半
世
紀
に
わ
た
る
確

か
な
足
跡
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
わ
が
国
の
社
会
状
況
や
経
済

状
況
に
は
、
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ

成
田
市
は
昭
和
29
年
の
市
制
施
行
以

来
、
半
世
紀
に
わ
た
る
市
民
の
深
い
郷

土
愛
、
絶
え
間
な
い
研
さ
ん
と
努
力
の

積
み
重
ね
に
よ
り
、
歴
史
と
伝
統
あ
る

ま
ち
、
世
界
に
開
け
る
ま
ち
、
緑
豊
か

な
ま
ち
と
し
て
調
和
あ
る
発
展
を
遂
げ

て
き
ま
し
た
。

市
制
施
行
50
周
年
と
い
う
節
目
の
年

を
迎
え
、
だ
れ
も
が「
住
ん
で
い
て
よ
か

っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
気
運
を
高
め
、

国
際
空
港
都
市
と
し
て
世
界
に
誇
れ
る

成
田
の
創
造
に
向
け
た
さ
ら
な
る
飛
躍

を
図
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
基
本
理
念

と
し
、
成
田
市
の
実
り
あ
る
歴
史
を
全

市
民
の
喜
び
と
し
て
祝
う
た
め
、
今
回

の
記
念
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「

明
日（
あ
す
）

の
輝
き

成
田
か
ら
」と
定
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
半
世
紀
の
節
目
を
迎
え
、
国

際
空
港
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
人
・
物
・

情
報
・
文
化
な
ど
の
先
進
的
な
拠
点
と

し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
へ
の
決
意
を
象

徴
さ
せ
た
も
の
で
す
。

記
念
行
事
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
記
念
行
事
の
円
滑
な
運

営
を
す
る
た
め
に
、
市
議
会
の
代
表
や

市
内
の
諸
団
体
を
代
表
し
て
商
工
会
議

所
、
観
光
協
会
、
農
業
協
同
組
合
、
区

長
会
、
連
合
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
の
参

加
に
よ
り「
成
田
市
制
施
行
50
周
年
記
念

行
事
実
行
委
員
会
」を
組
織
し
て
い
ま

す
。

り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
成
田
空
港
の

完
全
化
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

こ
そ
行
政
と
市
民
が
手
を
携
え
一
丸
と

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
れ
が
で
き
れ
ば
、
国

際
空
港
の
立
地
、
都
市
資
源
の
潜
在
的

能
力
を
活
用
し
た
国
際
空
港
都
市
と
し

て
、
明
る
い
未
来
が
あ
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

日本の表玄関としての役割を担う成田空港

市
制
施
行
を
祝
う
提
灯

ち
ょ
う
ち
ん

行
列（
昭
和
29
年
７
月
）



場
を
会
場
に
、
午
前
中
に
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
そ
の
後
、
参

道
を
コ
ー
ス
と
し
た
山
車
の
引
き
回
し

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
４
月
13
日（
火
）・
14
日（
水
）

の
二
日
間
、
第
62
期
将
棋
名
人
戦
第
１

局
が
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
対
局
場

所
は
成
田
山
新
勝
寺
奥
殿
で
、
羽
生
善

治
名
人
に
森
内
俊
之
竜
王
が
挑
戦
し
ま

す
。
対
局
当
日
に
は
、
大
盤
解
説
や
プ

ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
対
局
も
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
将
棋
名
人
戦
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
Ｂ
Ｓ
放
送
で
の
放
映
を
は
じ
め
、
新

聞
社
が
主
催
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も

多
く
、
成
田
市
の
Ｐ
Ｒ
と
観
光
の
振
興

に
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音

楽
・
芸
術
鑑
賞
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
記
念

行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

「
広
報
な
り
た
」や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
随
時
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

Mar.●4

山
車
・
屋
台
の
引
き
回
し
や
将
棋
名
人
戦

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す

記
念
事
業
の
中
心
と
な
る
主
な
行
事

は
、
平
成
16
年
４
月
〜
12
月
に
実
施
し
、

記
念
式
典
は
、
11
月
13
日（
土
）に
行
わ

れ
ま
す
。

現
段
階
で
実
施
が
決
ま
っ
て
い
る
50

周
年
記
念
行
事
の
主
な
も
の
は
、
５
ペ

ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

ま
ず
、
市
制
施
行
日
の
３
月
31
日

（
水
）に
エ
コ
ー
は
が
き
を
発
売
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
官
製
は
が
き
に
成
田
市
の
Ｐ

Ｒ
と
な
る
風
景
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、

市
制
施
行
50
周
年
と
い
う
文
字
な
ど
を

刷
り
込
ん
で
市
内
お
よ
び
印
旛
、
香
取
、

山
武
地
域
な
ど
の
郵
便
局
で
10
万
枚
を

販
売
す
る
も
の
で
す
。

４
月
18
日（
日
）に
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
発
案
に
よ
る「
山
車
ま
つ
り
」を
、

市
内
16
台
の
山
車
・
屋
台
の
参
加
に
よ

り
行
い
、
50
周
年
の
気
運
を
盛
り
上
げ

ま
す
。
市
役
所
前
の
広
場
お
よ
び
駐
車

市民の発案による山車まつり
も

※
成
田
市
制
施
行
50
周
年

記
念
行
事
に
つ
い
て
く

わ
し
く
は
企
画
課（
1
20

‐
１
５
０
０
）
へ
。

羽生名人や有名プロ棋士が身近に

「将棋名人戦・前夜祭」

市制施行50周年記念事業として、成
田山新勝寺を舞台に第62期将棋名人戦
第1局が開催されます。これに先立ち、
羽生善治名人と挑戦者森内俊之竜王そ
の他多数の棋士を招き前夜祭を開催し
ますので、ぜひご参加ください。
日時＝4月12日（月）午後6時から
会場＝成田全日空ホテル「オーキッド」
対象と定員＝市民または市内勤務者・
60人、その他の人・30人（応募者多
数は定員を超えた日到着分を抽選）
参加費＝市民および市内勤務者5,000
円、その他の人8,000円（記念扇子付
き。中学生以下は半額）
※申し込みはハガキに、住所（市内勤務
者は勤務先も）・氏名・電話番号を書
いて将棋名人戦成田実行委員会事務
局（〒286-8585 花崎町760 成田市
役所広報課内）まで。くわしくは同委
員会事務局（122-1111内線2124）へ。

イースタンリーグ公式戦・4月25日（日）

千葉ロッテマリーンズＶＳ読売ジャイアンツ

市営大谷津球場で開かれるイースタンリーグ公式戦「千葉ロッテ 対 読売ジャ
イアンツ」に市民のみなさんを招待します。
日時＝4月25日（日）午後１時試合開始（雨天中止）
会場＝市営大谷津球場
対象＝市民または市内在勤者（年齢は問いません）
定員＝9,000人（先着順：定員に達し次第締め切り）
申し込み方法＝3月24日（水）（必着）までに、往復ハガキに必要事項を書いて郵送
注意事項
①チケットは、内野Ａ席は3枚まで、内野Ｂ席・外野席は5枚まで
②内野Ａ席が満席になった場合は、内野Ｂ席に移行となります
（同じく内野Ｂ席が満席になった場合は、外野席へ移行）
③1・3塁側の希望はできません
④駐車場に限りがあるため、当日は公共交通機関でお越しください
シート名
〇内野Ａ席：ベンチあり（ネット裏）席数：2,000
〇内野Ｂ席：ベンチなし（1・3塁側スタンド席）席数：3,000
〇外野席：芝生（外野スタンド）席数：4,000

※くわしくは生涯スポーツ課内イースタンリーグ係（120-1584）へ。

【往復ハガキの記入例】 

50 50
【返信】 【往信】 

自
分
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
 

し
て
く
だ
さ
い
 

成
田
市
花
崎
町
７
６
０
 

 　
成
田
市
教
育
委
員
会
 

　
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
内
 

　
　
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
 

　
　
　
　
チ
ケ
ッ
ト
係
　
行
 

◯
◯
　
◯
◯
　
様
 

　　往信（裏） 
 
1 代表者の氏名 
2 代表者の住所 
3 電話番号 
4 希望枚数 
5 希望シート 
※在勤の方は、 
　勤務先名と 
　電話番号 

　　返信（裏） 
 
 
※お願い 
　ここには何も記入 
　しないでください 

2 8 6 8 5 8 5

羽生名人（右）と森内竜王（左）が成田山を
舞台に激突（写真は昨年の名人戦）
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●50周年記念行事日程表
月　日・曜日 記念行事など 時　間 場　所

2月 8日（日） 消防出初め式（実施済み） 9:30～11:45 大谷津多運動公園目的広場

3月 14日（日） 県民芸術劇場成田公演 14:00～ 国際文化会館

31日（水） エコーはがき発売 ― 市内および印旛・香取・山武地域の郵便局

4月 10日（土）・11日（日）成田太鼓祭 10:00～ 成田山新勝寺・表参道周辺

11日（日） ジル・ガンブスピアノコンサート 14:00～ 国際文化会館

13日（火）・14日（水）第62期将棋名人戦第1局 対局 成田山新勝寺奥殿
（羽生善治名人VS 森内俊之竜王）（1日目）9:00～17:30

（2日目）9:00～終局
大盤解説…13日・14日 成田山新勝寺大本堂第二講堂
指導対局…13日

18日（日） オープニングセレモニー、山車まつり
・オープニングセレモニー 11:00～ 市役所前広場および駐車場
・山車引き回し 11:45～ 表参道周辺

25日（日） プロ野球イースタンリーグ 13:00試合開始 市営大谷津球場
（千葉ロッテマリーンズVS
読売ジャイアンツ）

5月 中旬 ミニSL運行 未定 栗山公園

6月 4日（金）～6日（日） 第54回関東高等学校卓球大会 未定 市体育館

7月 9日（金）～11日（日）成田祇園祭 1日目　13:00～ 表参道を中心とした成田山周辺
2・3日目　9:00～

上旬 国際親善サッカー 未定 陸上競技場
（千葉県選抜VS アルゼンチンU-18）

8月 下旬 成田ふるさとまつり 未定 成田ニュータウンボンベルタ付近

9月 12日（日） NHK全国放送公開番組 ― 国際文化会館
「にっぽん愉快家族」

10月 2日（土） 国際市民フェスティバル 未定 国際文化会館

3日（日） 市民運動会 8:30～ 陸上競技場

15日（金） 全国自治宝くじ抽選会 未定 国際文化会館
（オータムジャンボ）

17日（日） 印旛沼クリーンハイキング 9:00～13:00 甚兵衛公園および周辺

20日（水） 青少年音楽祭 未定 国際文化会館

上旬～11月中旬 市民文化祭 ― 国際文化会館、中央公民館ほか

中旬 御利生祭
ごりしょうさい

未定 成田山新勝寺・表参道周辺

11月 7日（日） ＰＯＰラン2004 9:00～ 陸上競技場スタート・ゴール

13日（土） 記念式典 未定 国際文化会館

上旬 50周年作文コンテスト ― ―

上旬 国際こども絵画交流展 未定 成田山新勝寺大本堂第二講堂

中旬 産業まつり 未定 国際文化会館
・10年後の手紙
・郵便局記念スタンプ

※上記以外の記念行事は、決まり次第「広報なりた」や市のホームページで随時お知らせしていきます。


